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🌸子どものための教育・保育給付認定区分 
教育・保育 

給付認定区分 
給付の内容 対象者 利用できる施設・事業 

１号認定  

※1 
教育標準時間 

満３歳以上で教育を希望する子ども 

保育の利用はできません ※２ 

幼稚園 

認定こども園（幼稚園部分） 

２号認定 
保育短時間 

保育標準時間 

満３歳以上で保育が必要な事由に該

当し、保育を利用できる子ども 

保育所 

認定こども園（保育所部分） 

３号認定 

保育短時間 

保育標準時間 

満３歳未満で保育が必要な事由に該

当し、保育を利用できる子ども 

保育所 

認定こども園（保育所部分） 

地域型保育事業 

※１ １号認定は、入園内定後、各園へ直接申請していただきます。 

※２ 教育標準時間を超えた利用（預かり保育）は、各園に申請してください。 

🌸保育を必要とする事由 
保育を必要とする事由 認定できる期間 

① 就労 

保護者が日常、家庭外での仕事や、家庭内で

の家事以外の仕事をしているため、保育がで

きない場合（収入を得ることを目的とするも

のに限る。） 

※1 か月に４８時間以上の労働に従事 

最長、就学前まで 

② 妊娠・出産 母親が出産前後のため保育ができない場合 

出産予定日４か月前から出産後６か

月を経過する日の属する月の末日ま

で 

③ 保護者の 

疾病・障がい 

保護者が疾病、負傷または障がいがあるた

め、保育ができない場合 

診断書の場合は記載されている治療

（見込み）期間の最終日の属する月

の末日または年度末の短い方の期間 

手帳の場合はその期間 

④ 介護・看護 

同居の親族に長期にわたる病人や、障がいの

ある人がいて、保護者がいつもその介護・看

護にあたっているため保育ができない場合 

※1か月に４８時間以上の介護・看護に従事 

診断書の場合は記載されている治療

（見込み）期間の最終日の属する月

の末日または年度末の短い方の期間 

手帳の場合はその期間 

⑤ 災害復旧 

火災・風水害・地震などの災害によって家を

失い、または破損し、その復旧のため、保育

ができない場合 

災害復旧まで 

⑥ 求職活動 
求職活動（起業準備を含む）を継続的に行っ

ている場合 
最長９０日間 

⑦ 就学 

学校教育法に定める学校等、または公共職業

能力開発施設等に通学している場合 

※1 か月に４８時間以上の就学 

学校等に通っている期間 

⑧ 虐待・ＤＶ 虐待やＤＶのおそれがある場合 必要な期間 

その他、上記に類する状態として市長が認める場合 市長が認める期間 

※上記の事由によって認定されても、保育を必要とする事由に該当しなくなった場合には、保
育の認定が取り消され、保育施設等が利用できません。また、保育の認定には有効期間があ
り、有効期間の満了後、引き続き保育施設等の利用を希望する場合は、再度待機登録（教育・
保育給付認定の申請）をしていただく必要があります。 

※上記の事由に該当しない場合でも、「一時預かり」はご利用できます。（Ｐ２５参照） 
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🌸保育必要量に応じた区分 
保育の認定を行う場合、同時に保育必要量の認定を行います。 

保育必要量には「保育標準時間」と「保育短時間」の２つの区分があります。保護者の

保育を必要とする事由や労働時間等により認定します。 

 

保育必要量区分 利用できる時間 内  容 

保育標準時間 

一日最大１１時間 

◆就労等の実態に合わ

せて必要な時間の利用

となります。 

原則、就労等の時間が１２０時間以上の方 

※保育標準時間の認定となる方であっても、保育

短時間の希望をされる場合は、変更可能 

保育短時間 

一日最大８時間 

◆午前８時３０分から 

午後４時３０分までの

利用となります。 

原則、就労等の時間が１２０時間未満の方 

※保育短時間の認定となる方であっても、勤務時

間帯の関係から、常態として保育短時間での利用

を超えて利用せざるを得ないと認められた場合

等は、保育標準時間の認定を受けることも可能 

           
🌸保育利用時間 

それぞれの保育施設等によって開所時間等が決められていますが、それとともに保育必

要量に応じた利用時間が決められています。利用時間から外れた時間に利用する場合、ま

たは一日に利用できる最大の時間の範囲を超えて利用する場合は、延長保育（有料）とな

ります。 

延長保育は継続的な利用のほかに、必要なときに１回ずつ利用できるスポット保育があ

ります。利用される方は、利用決定後に保育施設等にお申込み下さい。 

開所時間が１１時間未満の施設では、保育標準時間の認定を受けても開所時間を超えて

の利用はできませんのでご注意ください。各施設の開所時間はＰ６の一覧をご覧ください。

延長保育時間は、開所から１１時間を超えた部分の時間帯となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【保育標準時間利用の場合の保育時間】の一例
19:15 20:00

【保育短時間利用の場合の保育時間】
19:15 20:00

7:00 7:30 8:00 8:30 18：30 19:00

7:30 8:00 8:30 16:30

保育標準時間

（時間帯は園によって違います。最大11時間）
就労等の実態に合わせて必要な保育時間の利用をしてください。

延長保育
（時間帯は園によって違い

ます。有料）

16:30 17:00 17:30 18:00 18:157:15

時間外（延長）保育
（時間帯は園によって違いま

す。スポット保育・有料）

保育短時間
（最大8時間）

時間外（延長）保育
（時間帯は園によって違います。スポット保育・有料）

7:157:00 17:00 17:30 18:00 18:15 18：30 19:00



- 4 - 
 

🌸教育・保育給付認定区分と保育必要量区分のフローチャート 

　このチャートに従って、当てはまる支給認定区分や保育必要量区分を確認してください。

◎支給認定区分

★１号認定・・・満３歳以上で、２号認定以外の子ども

★２号認定・・・満３歳以上で、保育を利用できる子ども

★３号認定・・・満３歳未満で、保育を利用できる子ども

◎保育必要量区分

★保育標準時間認定・・・就労等の時間が１２０時間以上の方

★保育短時間認定・・・・就労等の時間が１２０時間未満の方

ただし、1か月の就労等の時間が１２０時間に満たないものの、

勤務時間帯の関係から常態として保育短時間認定での利用

時間を超えて利用せざるを得ないと認められた場合等は、

保育標準時間認定を受けることも可能

保育標準時間該当の方は希望により保育短時間に変更可能

就労時間（1か月あたり）

48時間未満
⑥求職活動扱い

就労時間（1か月あたり） ２号認定or３号認定の
① 就労

48時間以上120時間未満 保育短時間認定

就労時間（1か月あたり） ２号認定or３号認定の

120時間以上 保育標準時間認定

疾病･･･認定期間は診断書に記載されている
　　　 治療（見込み）期間の最終日の属する
　　　 月の末日または年度末の短い方の期間
障害･･･手帳に記載されている期間

② 妊娠・出産
２号認定or３号認定の

認定期間は産前４か月から産後６か月を経過する日
の属する月の末日まで

保育標準時間認定

２号認定or３号認定の

④ 介護・看護
48時間以上120時間未満 保育短時間認定

⑤ 災害復旧
２号認定or３号認定の

保育標準時間認定

保育標準時間認定
③

保護者の
疾病・障がい

２号認定or３号認定の

介護・看護（1か月あたり）

就学時間（1か月あたり） ２号認定or３号認定の

同居または長期入院

等している同居親族

の介護・看護

介護・看護（1か月あたり） ２号認定or３号認定の

120時間以上 保育標準時間認定

⑥ 求職活動
２号認定or３号認定の

認定期間は原則９０日です。
保育短時間認定

保育短時間認定

就学時間（1か月あたり） ２号認定or３号認定の

120時間以上 保育標準時間認定

⑧ 虐待・ＤＶ
２号認定or３号認定の

保育標準時間認定

⑦ 就学
48時間以上120時間未満

認定期間は、在学
中及び講座受講期
間のみ。(就労の
為の技能・資格取
得の講座であるこ
と。)

※妊娠・出産要件等期間限定で保育の利用を

する場合は、利用期間終了後継続して保育施設

等の利用はできません。引き続き利用を希望す

る場合は、待機登録（教育・保育給付認定の申

請）が必要です。

保育の利用開始時点で期間限定の利用ではな

い方で、育児休業を取得する場合、産後６カ月を

経過する日の属する月の末日時点で、すでに保

育施設等を利用し、かつ育児休業給付金がある

などの条件を満たす場合は引き続き短時間認定

での利用ができます。

（詳細についてはＰ２５参照）

 


